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羽二重大全』 延享二年版・明和五年版・天明四年 に、 「禁裏御書物所」としてそ 名が記され いることからも、朝廷と浅からぬ関係にあったことがわかっている。しかし、吉田家 歴代当主がすべて書肆を営んでいたわけではなかった。
京都府立総合資料館所蔵『地下官人家伝』 （館古四五八―二八〇、
写本四十二冊）により、院雑色であ 吉田家の系図をまとめると左
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いずれも「中御門通弱檜木町」とある 「弱檜木」 ・ 「椹」とも「さわらぎ」と読むが、 「椹（あるいは「椹木」 ） 」の表記を使用していたのは、自当没後の二代元俊 三代元信の両代であっ と考えられるこから、⑫は自当の刊行物ではない可能性が高い。一方 、⑬『千五百番歌合』には刊年が記されていないものの、 中御門通弱檜木町」あるため、自当生前の出版物である蓋然性が高い。
以上のことから、実質的に自当が関わった出版物は、①『二 一
集』 （③『八代集』 ・②『十三代集』を含む） ・④『元元集』 ・⑤『夫木













































































「仏師ノ部」に「彫刻始祖定朝法印三十四世／田中内蔵丞弘教」 （二五五頁）とある記録である。ま 、貞享二 版『京羽二重』や、延享二年・明和五 ・天明四年・文化七年版『京羽二重大全』 、文久三年版『花洛羽津根』 、文久四年版『都商職街風聞』などの地誌に、 「堀川通綾小路下ル町」で仏師を営ん いたことが記されているうえ、後掲する論考により、金刀比羅宮と少なくとも慶長十年頃から関係があったことが分かっている。
以上のことから、田中弘教は少なくとも江戸時代初期より明治時代


















当がいかに特別な祖先として敬われてきたかを物語る。具体的には、銘文に「 （自当の）効を思ひ祇ん 」 （自当の功績を思い謹んで）と記されていることや、その百回忌にあたり、六代当主元賁が従弟元季と協力して、安価とは考えにくい夫妻の肖像彫刻を複製させてい ことから、自当を尊ぶ一家の浅からぬ思いがうかがえる。
自当が一族から重んじられた理由は、やはり書肆を創業し、その後










十五日に自当が建てたと彫られてい 。 きに自当は五十四歳であった。これは、自当が一家の繁栄を祈願して建てた いわゆる逆修墓と考えられ、墓石の正面 は左記の通り、自当の戒名と考えられる「養徳庵寿性徳誉久巴」のほか、二代吉田四郎右衛門元俊、同三代元信の名などが刻ま ている。
【図版４】吉田家墓石（正面）
― 187 ―














































































































































































れた後、時期は不明ながら 辞官して位 を返上していることが関係しているのだろう。しか ながら、関連する資料を見出していないため、元秀の晩年は未詳というほかない。
元秀は、文政四年に大坂書肆の河内屋儀助が刊行した『紫式部日記

















































































永井一彰「 『山家集抄』の入木」 （ 『板木は語る』笠間書院、二〇一四
年）三二〇頁～三二二 。
注
11　
永井一彰「板木の分割所有」 （前掲『板木は語る』 ）四六四頁。
〔付記〕本論を成すにあたり、貴重な御教示をたまわった教安寺の埜田紀代子様・奈良大学名誉教授の永井一彰先生に心より御礼申し上げます。本稿は平成二十六年度科学研究費補助金若手研究（Ｂ） 「近世中後期における身分的境界領域の人々を中心とした越境的学術ネットワークの研究」 （研究課題番号
 24720115 ）に基づく研究成果の一部で
す。なお、校正の段階で教安寺の無縁仏の中に 六代元賁の墓石が存在することを新た 確認した。墓石正面には「従六位下行右衛門大志佐伯元賁之墓」とある
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